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1学期が無事終了しました ～夏休みも笑顔・挑戦・やり切るを大切に～

７月１８日（金）に１学期の終業式を迎えました。
今学期は着任式、始業式、入学式と４月のスタートを切り、ふれあい運動会、市
連合音楽会と続いた大きな行事を子どもたちは見事にこなしました。また、日々の
学習活動に加えて、吉田小学校や地域の皆様との交流学習においても、また一段と
成長した姿を見せてくれました。
大きなけがや病気をすることなく、１５名全員が元気に１学期を終えることがで
きたことは、何よりよかったなあと思っているところです。

ふりかえってみると、今年度のスタートは３人の新１年生と６名の教職員が加わ
るという、最近ではないくらいの大きな変化がありました。子どもたち同士、子ど
もたちと教職員、教職員同士が丁寧にコミュニケーションをとって学校生活を送る
ことを通して、今ではそれぞれが存在感を発揮し、もう何年も一緒に過ごしている
かのような自然な雰囲気が出来あがっています。人を受け入れたり、親切に接した
りすることも田井地区や田井小学校の素晴らしいところだなと感じます。

田井小学校では今年から 「笑顔、挑戦、やり切る」ということを大切にしています。
私は、この３つは全部つながっており、そして、どこから始めてもいいのではな
いかと考えています。
例えば、
・笑顔で挑戦し、やり切れた
・（緊張していたけど）挑戦してやり切ったら笑顔になれた
・やり切ったことが自信になって、また笑顔で挑戦できた .etc

大切にしたいのは、この「前向きなサイクルを回す」
こと。「笑顔→挑戦→やり切る→笑顔→・・・」のサイ
クルを回していると、明るく、元気で、積極的な生き方
につながります。（「後ろ向きなサイクル「イライラ→
あきらめ→途中で投げ出し→・・・」と比べるとわかりやすい
ですね。）

子どもたちは４４日間の夏休み（７/１９～８/３１）に
入りました。この期間は学校から離れ、家庭や地域で過ご
すことになります。暑い季節ですが、みなさんが元気で、
計画的に、普段できない事にチャレンジする日々であって
ほしいなと思います。夏休みも「笑顔、挑戦、やり切る」を大切に！
保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしくお願いします。

笑顔と挑戦を大切に

やり切る田井小学校

１人１人が大切にされる
学校に込めた想い

笑顔・挑戦・やり切るに
込めた想い

子どもたちの
力を引き出す
田井小教職員

学び続ける者
だけが子ども
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つことができ
る

真摯に、熱心
に学び続ける

職員室の会話
が子どもたち
の明るい話題



１・２年生が吉田小の友達と川遊びで交流
しました。
場所は、田井小のみんなが大好きな深野川
の親水公園。
久しぶりに会う吉田小の２年生を案内し、
全員がライフジャケットをつけて準備OK！
泳いだり、魚を見つけたり、たらいで浮か
んだり、一緒に仲よく楽しく活動できました。
吉田小の友達もこの
場所での活動を気に入
ってくれ、うれしそう
な様子の１・２年生で
した。

他校の友達との交流を通して学び、
力を伸ばす田井っ子たち

１・２年 ３・４年

５・６年 ひまわり・たんぽぽ学級
５・６年生が吉田小の友達と一緒に平和学
習をしました。連合修学旅行の事前学習とし
て、雲南市の偉人「永井隆博士」を通して、
平和学習を進めています。永井隆記念館、生
い立ちの家、旧飯石小、上山の祖父母宅へ出
かけ、一緒に学習しました。
「永井博士が平和のためにどんなことをさ
れたかよくわかった。」や「子どもの頃の人
柄を知ることができ
た。」などの感想があ
りました。ワンチーム
となって修学旅行に行
けるよう、これからも
交流学習を重ねていき
ます。

ひまわり・たんぽぽ学級のみんなが、吉田
小・吉田中の友達を迎えて交流会「第１回
ハッピー会」をしました。
この日のために、どんな活動を行うか、役
割分担をどうするか、もっとなかよくなるた
めにはどんな工夫をしたらよいか、など一生
懸命準備をしてきました。
いつもよりグーンと増えたメンバーと一緒
に、夏野菜カレーづく
り、川遊び、交流タイ
ム等を楽しむことがで
きました！！
進行や説明など、田
井小のみんなは大活躍
でしたよ。

３・４年生が吉田小の友達と一緒に、市内
社会科見学に出かけました。
この日は、吉田町・掛合町・三刀屋町・木

次町・大東町の一部を回りました。市役所で
は１～５階全てを見せていただいたほか、普
段は入れない市長室や議場（デジタル議決体
験も）にも入れていただきました。また、木
次駅で説明を聞いた後、大東駅まで乗車しま
した。
これまでよりもさら

に吉田小の友達と関わ
りながら学習すること
ができました。

本校は全校１５名という小さな温かい学校です。子どもたちも教職員も固い絆と信頼関係
で結ばれ、元気に素直に学校生活を送っています。普段は限られた人間関係だからこそ、
地域の皆さんとの交流・体験活動や、ほかの学校の友達との交流学習をとても大切にして
います。
例えば、知らなかった人に話しかけたり、交流を通して仲良くなったり、事前に役割分担を
して準備をしたり、相手意識をもって関わったりするなど、大切な学びが詰まっています。
今回は６～７月に行った他校の友達との交流学習を紹介します。



笹巻作り体験

サル対策をして野菜収穫

ひまわり・たんぽぽ学級では、子どもたちが作
りたい料理に合わせて夏野菜を育てています。サ
ルに荒らされることもありましたが、子どもたち
は気を取り直して、新たな対策を考えました。
サルに野菜をとられないためにどうしたらよい

のか、子どもたちの生きる力が伸びる機会だと捉
え、子どもたちの栽培活動を支援しています。
その思いがあるからこそ、野菜を収穫できた時

の喜びはひとしおです！

田井小の魅力的な活動

１・２年生が地域の名人のみなさんから「笹巻
作り」を教えてもらいました。米粉をこねて、何
枚もの笹に丁寧に包みました。名人の皆さんとも
交流しながら、楽しく、美味しく食べました。
田井小学校では、このように地域で大切にされ

ている伝統を地域の方から直接学ぶ機会に恵まれ
ています。

ケアポートでの交流運動会
３・４年生が「ケアポートよしだ」で交流運動

会に参加しました。
３・４年生は学校を代表して、ケアポートよし

だのみなさんと交流を続けています。
この日は小学生から高齢者の方までが一緒に楽

しめる、ユニバーサルな種目を体験させてもらい
ました。
運動会を通して、お互いに温かな心のふれあい

ができたことがとてもよかったと思います。

租税教室
地元講師の方を招き、５・６年生が租税教室を

行いました。
消費税の行方や税金が使われている物について、

予想したり、動画を見て確認したりしました。
ちょうど、今、社会科で公民の学習をしている

ので、関連付けながら学ぶことができ、学習がよ
り深まったと思います。



今後の主な行事予定（～９/３０）
《７月》
PTAプール開放日（２２日～３１日）

※詳しくはPTAからの文書参照ください

《８月》
１２～１８日 学校閉庁日

２４日 吉田中校区一斉環境整備（予備日３１日）

《９月》
１日 始業式

２日 給食スタート

１０日 修学旅行結団式（吉小連携）

１１日 授業公開日 人権・同和教育研修会

１２日 吉中体育祭見学

１７日 スクールカウンセラー来校日

１８日 吉田っ子フレンズだいさくせん ※弁当

２５～２６日 連合修学旅行（吉小連携）

２６日 遠足（１～４年生） ※弁当

田井小学校

泳力が伸びました！

田井小学校は少人数の強みを生か
し、１人ひとりに丁寧に水泳指導を
行うことができます。
素直な子どもたちはますます意欲

を高めることができ、みるみる上達
しました！
顔付けが苦手だった子はスイーっ

とけ伸び！クロールができなかった
子もフォームを意識したり、息継ぎ
が上達したりして、それぞれが泳力
を伸ばすことができました！

クラブ活動で城山登山

校歌にも登場する城山を４～６年
生が登りました。
登山道は近年、田井地区の方が整

備してくださっているので、昔に比
べるとずいぶん歩きやすくなってい
ると地元ガイドの方に教えてもらい
ました。
去年登った時と比べて、今年は大

人が驚くほどいいペースで、みんな
が元気にたくましく登頂しました！
頂上からの景色は、眼下に学校や深
野の町が見え、最高でした！

ありがとうございました！

○図書カード
・雲南地区保護司会吉田支部様
児童向け図書を購入させてい
ただきます。
ありがとうございました。

田井小学校ホームページ

○校報やホームページに書き切
れない程、今学期も地域の方に
子どもたちの学習支援や環境整
備にお力を貸していただきまし
た。
心から感謝しております。
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